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ハードなもの46件

・
温
泉
施
設

・
公
園
、
広
場
の
整

　
備

　
　
　
　
　
　
　
－

・
天
文
台
、
博
物
館

　
図
書
館
、
会
館
等

　
の
整
備

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
ン
、
レ
ジ
ャ
ー
施

　
設
整
備

タ
ワ
ー
、
観
音
等

の
整
備

・
福
祉
施
設
等
の
整

　
備

・
そ
の
他

Ｉ
Ｆ
１
１
１
Ｓ
♂
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｊ
♂
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
l
a
a
I
J
J
l
s
&
J

　
　
　
　
　
　
今
年
の
黒
川
の
肌
よ

件３件１６件８件６件４件５４　ｲ牛

Ｉ
Ｓ
Ｌ
一
ｊ
Ｓ
一
一
ｊ
ｊ
一
ｌ
ｊ
／
ｉ
一
ｊ
ｊ
Ｌ
Ｘ

れ
あ
い
ブ

ー

ル
の
入
場
者
は
、
連
日
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
や
施
設
が
兜
実
し
て
い
る

こ
と
が
入
気
を
坪
び
、
八
月
二
十
日
、

昭
和
六
ト
ー
年
オ
ー
プ
ン
以
来
、
初

め
て
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
三
〇
分
、
楠
井
町
長
な

ど
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
小
山

市
の
小
貪
修
さ
ん
が
ナ
カ
人
目
と
な

り
ま
し
た
。
町
長
か
ら
記
念
品
の
人

士
玉
帳
一
ｍ
、
長
さ
ト
ｍ
）
や
入
場

庶
十
枚
）
が
贈
ら
れ
矢
所
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

安
塚
小
に
新
プ
ー
ル
完
成
／

　
晴
．
入
に
恵
ま
れ
た
八
川
十
二
目
、

安
塚
小
す
校
（
梁
川
悦
校
長
、
児
童

四
汗
八
入
）
の
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ

れ
、
新
し
い
プ
ー
ル
を
待
ち
望
ん
で

い
た
児
童
は
、
介
図
と
と
も
に
透
き

通
っ
た
プ
ー
ル
の
中
へ
飛
び
込
み
、

川
心
い
っ
き
り
水
と
戯
れ
て
い
ま
し
た

　
ま
た
、
こ
の
プ
ー
ル
は
目
玉
と
し

て
、
低
で
年
用
ミ
ニ
プ
ー
ル
（
．
九
ｍ

ｘ
じ
ｍ
）
が
備
え
ら
れ
、
全
学
年
の

児
泉
が
楽
し
め
る
プ
ー
ル
で
す
．

水
の
祭
典

　
　
水
上
フ
ェ
ス

〃ア
イ

バ

ル

　
第
斤
回
町
民
水
上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
八
月
六
日
、
黒
川
の
里
ふ
れ

あ
い
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ロ
は
、
台
風
の
影
響
で
小
雨

ま
し
り
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

夏
休
み
で
弘
里
に
日
焼
け
し
た
子
供

達
は
各
種
目
で
健
闘
し
、
好
記
録
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
但
例

の
マ
ス
の
っ
か
み
ど
り
な
ど
が
、
雨

で
中
心
に
な
っ
た
た
め
、
用
意
さ
れ

た
マ
ス
は
参
加
選
手
ら
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

W

す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

　
六
十
九
件
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

み
　
已
報
み
よ
五
月
号
宍
特
果
げ
な
ど

を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
剖
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
匹
屯
な
ご

一
八
腿
が
、
六
十
九
伴
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
、
は
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
こ

ぎ
い
ま
し
仁
。

　
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に

ふ
る
さ
と
剖
生
事
業
検
討
娶
‥
凭
と
有

識
者
三
十
二
名
）
で
は
、
町
に
殼
も

ふ
さ
わ
し
い
フ
ふ
る
さ
と
っ
く
り
」

に
っ
い
て
、
現
行
蜜
議
を
肌
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ふれあいプール

10万人達成(8月20日)

ソフトなもの23件

そ
の
他

地域

情
報
化

国
際
交
流

　　地
　　域

　　福サ祉

　｜
ビス

健
康

づ
くり

●　●イイ
ペメ
ン　｜
卜ジ
開づ
催く
　り

人
材
育
成

文
化

２ｲ牛 ２ｲ牛 ２ｲ牛 ３件 ２ｲ牛８件 ４件

W

小倉さん(右)に、楯丼町長から

記念品の目録が噌られる
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は
ま
な
す
国
体
関
東
地
区
大
会

町
民
体
育
館
で
熱
戦
（
銃
剣
道
）

　
第
四
十
四
回
国
民
体
育
犬
会
（
は

ま
な
す
国
体
）
の
関
束
地
区
犬
公
が

栃
本
県
で
、
八
月
１
七
日
か
ら
二
十

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
奉
灯
で
は
、
八

月
ニ
ト
日
読
剣
道
競
技
が
総
合
連
動

場
町
民
体
育
館
を
会
揚
に
し
て
執
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
七
県
の
計
八
千
Ｉ
ム
玉
手
各

三
名
）
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
県
チ
ー
ム
は
冨
田
米
吉

さ
ん
を
監
俗
に
、
先
鋒
菊
池
浩
行
選

手
（
鳥
山
高
）
、
中
子
ド
葉
和
宏
選
手壬生町選手団の入場行進

（
馬
頭
高
）
、
大
将
椎
橋
一
樹
選
手
（
馬

妙
高
）
の
最
強
の
布
陣
で
臨
み
ま
し

た
が
、
わ
ず
か
の
差
で
勝
星
に
恵
ま

れ
ず
三
時
四
敗
の
五
位
に
終
り
ま
し

た
。
な
お
、
試
合
結
果
は
、
優
勝
干

葉
県
、
準
優
待
神
奈
川
県
、
三
位
山

梨
県
の
各
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
ト
九
日
に
は
、
嘉
陽
が
丘

ふ
れ
あ
い
広
場
の
宿
泊
研
修
施
設
に

お
い
て
、
各
県
の
選
手
団
を
招
い
て

歓
迎
合
が
盛
大
に
催
さ
れ
、
選
手
間

の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
四
十
一
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭

が
岩
舟
町
で
開
催
（
烈
烈
‰
）
さ

れ
、
本
町
選
不
問
の
活
躍
も
一
歩
及

ば
ず
、
総
介
で
二
院
に
な
り
ま
し
た
。

種
目
別
成
仏
（
卜
位
入
賞
の
み
）

☆
優
　
勝
　
・
テ
　
ニ
　
ス

　
　
　
　
　
　
・
女
丘
陸
ト
競
技

　
　
　
　
　
　
一
次
　
　
　
泳

☆
準
優
勝
　
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
　
ふ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
・
男
丘
陸
上
親
柱

☆
第
三
位
　
・
軟
武
野
球

　
　
　
　
　
　
・
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

睦作業所ヘ

　エアコンなどを寄付

　
自
動
車
紀
元
栃
本
地
万
協
議
会
（
森
田
一
穂
代
表
）
で

は
、
八
月
七
日
町
長
座
を
訪
れ
、
「
授
産
施
設
睦
作
業
所

で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
保
温
器
、
エ
ア
コ
ン
、
ビ

デ
オ
セ
ッ
ト
（
紀
加
入
白
刃
相
当
）
を
町
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
さ
っ
そ

く
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
睦
作
見

所
に
設
置
し
、
作
業

現
役
の
向
上
と
と
も

に
千
供
た
ち
の
字
習

な
ど
に
活
用
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
か
る

　
八
月
十
九
日
、
中
矢
公
民
館
土
催

に
よ
る
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

瑚りを表敬訪問

さ
れ
、
講
師
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館

外
交
・
冒
、
レ
ナ
ー
ド
・
ペ
ル
ナ
ル
ド

氏
と
参
加
者
の
間
で
、
な
ご
や
か
に

日
比
友
好
が
床
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
長
表
敬
の
後
、
会
場
で
日
本
の

印
象
を
「
日
本
の
伝
統
文
化
、
観
光

資
源
、
商
工
業
は
す
ば
ら
し
い
。
で

も
、
そ
れ
以
上
に
栃
木
県
の
国
際
文

化
交
流
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
受
け
へ

心
暖
ま
る
も
て
な
し
が
忘
れ
ら
れ
な

言
と
、
大
鳥
よ
う
な
日
平
語
で
話

さ
れ
、
「
私
は
、
日
比
交
流
の
か
け

橋
に
な
り
た
い
。
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
、

郡民体育祭

惜しくも総合３位
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度（手当）を

　ご存知ですか？

祉
　
福
祉
制

ろ
な
手
当

み
な
さ
ん

　
こ
の
給

た
だ
き
、

す
ぐ
に
福

よ
う
に
お

受給の手続きをしないと助成が受けられませんあ
り

解
し
て
い

あ
る
万
は
、

児
童
扶
養
手
当

　
ト
ハ
歳
未
済
の
児
童
（
政
令
⊇
七

め
る
障
害
あ
る
陽
介
は
二
脂
歳
末
満
）

で
、
父
親
が
死
亡
や
離
婚
な
ど
で
い

な
い
場
合
、
ま
た
は
、
父
祖
が
障
害

に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
《
手
当
額
》

●
首
玉
人
＝
月
別
三
川
、
ス
○
○
円

●
″
二
人
＝
月
豹
二
見
、
○
○
○
円

●
　
が
三
人
以
ト
は
、
一
人
に
つ
き

　
二
、
〇
〇
〇
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
母
子
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

萌
は
除
ｖ
ｊ
に
入
所
し
て
い
る
万
は

除
か
れ
ま
す
。

特
別
児
童

　
　
　
　
扶
養
手
当

　
一
ド
歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し

て
い
る
方
に
友
船
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
児
と
は
…
…
…

●
身
体
障
害
者
浪
帳
三
級
以
上
及
び

　
同
役
の
一
部
の
児
童

●
療
育
手
帳
引
以
下
の
児
童

●
前
記
と
同
等
以
に
の
障
害
か
お
る

　
と
認
め
ら
れ
た
児
童

〈
手
当
額
〉

●
一
徹
障
害
児

　
　
且
鴛
瓦
　
四
一
、
六
〇
〇
円

け
て
い
る
方
や
児
童
福
仕
法
設
な
ど
　
　
●
二
級
障
害
児

徨
育
所
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る

か
は
除
か
れ
ま
す
。

遺
児
手
当

　
義
務
教
育
中
の
児
収
の
父
親
ま
た

は
ほ
親
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
万
に
遺
児
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
手
当
額
》

●
一
人
に
つ
き
月
利
二
、
〇
〇
〇
円

※
町
民
机
の
所
得
割
が
渫
さ
れ
て
い

る
方
や
児
童
福
祉
廸
設
な
ど
（
保
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
月
額
一
人
　
子
Ｕ
、
七
〇
〇
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
今
施

設
へ
入
所
し
て
い
る
万
は
除
か
れ
ま

す
。壬
生
町
重
度
心
身

障
害
児
扶
養
手
当

　
ニ
に
一
決
朱
点
で
次
の
よ
う
な
障
害

児
を
養
育
し
て
い
る
万
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
身
体
障
害
者
浪
帳
二
級
以
上

●
療
育
1
.
報
貼

孚
当
額
》

Ａ２

　
川
船
‐
‐
‐
入
　
二
、
牡
○
○
円

※
児
童
の
所
得
に
制
限
か
お
り
、
施

設
へ
入
所
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護

…
匹
帯
は
除
か
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
重
度
の
障
害
児
ご
。

ト
歳
未
済
）
に
女
松
さ
れ
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
と
二
級
の

　
一
部
の
万

●
療
有
卦
帳
か
の
左

三
ケ
川
以
上
入
院
し
て
い
な
い
万
）

に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
剔
象
若
》

●
肉
眼
の
視
力
の
利
か
○
・
○
四
以

　
ド
の
ぢ

●
固
耳
の
聴
カ
レ
ベ
ル
が
Ｉ
〇
〇
デ

　
レ
ベ
ル
以
ド
の
方

●
。
山
ｙ
に
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が

　
あ
る
ぢ
（
㈹
上
肢
の
す
べ
て
の
指

　
を
矢
く
も
の
、
ま
た
は
両
上
肢
す

　
べ
て
の
指
の
機
能
に
署
し
い
障
害

　
が
あ
る
万
を
含
言
。

●
肉
ド
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が

　
あ
る
方
や
両
下
肢
を
足
関
節
以
卜

　
で
矢
く
方

●
前
記
と
同
等
以
上
の
障
害
が
あ
る
　
　
●
休
幹
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
座
っ

　
と
認
め
ら
れ
た
万

　
《
手
当
額
》

　
　
サ
門
人
　
一
一
、
ハ
○
○
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
古
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

除
か
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
、
よ
り
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
二
十
歳
以
上

の
方
で
、
在
宅
者
（
怖
設
に
収
容
さ

　
て
い
る
二
と
や
立
ち
卜
が
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
方

●
そ
の
龍
、
身
体
の
機
能
障
害
ま
た

　
は
長
期
に
わ
た
り
安
静
を
必
要
と

　
す
る
他
社
が
、
前
各
号
と
同
程
度

　
以
ト
と
認
め
ら
れ
、
日
常
生
活
の

　
用
を
足
せ
な
い
方

●
仏
神
障
害
で
、
前
各
号
と
同
行
度

　
以
飢
と
認
め
ら
れ
た
方

※
こ
れ
ら
の
障
害
が
重
複
す
る
方
、

　
ま
だ
二
八
ら
の
障
害
と
同
行
度

　
以
ト
と
認
め
ら
れ
る
方

《
浪
当
額
〉

　
　
月
額
一
人
　
二
Ｉ
、
一
〇
〇
円

れ
て
い
な
い
か
ま
た
は
病
院
な
ど
に
　
　
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
取
り
過
ぎ
に
注
意

　
現
在
市
政
さ
れ
て
い
る
清
涼
飲
料

は
、
そ
の
は
と
ん
ど
が
糖
分
を
几
％

爆
二
三
％
ぐ
ら
い
含
ん
で
い
ま
す
。

一
矢
（
び
ん
）
二
。
白
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

と
す
る
と
、
杓
。
白
キ
ロ
カ
四
リ
ー
の

于
不
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
国
民
年
金
の
老
齢
・
障
害
・
心
服

の
各
基
礎
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
は
、

老
後
の
生
活
や
、
不
慮
の
事
故
に
あ

報
っ
た
と
き
な
ど
の
生
活
の
支
え
と
し

広
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て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ニ
れ
ら
の
年
今
は
、
本

人
今
週
族
が
請
求
の
手
続
き
を
し
て

は
じ
め
て
、
権
利
が
認
め
ら
れ
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
年
金

を
受
け
る
権
利
か
あ
っ
て
も
請
求
の

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
に
な

っ
て
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
る
権
利
か
発

生
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
請
求
し
な

い
と
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
、

　
年
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
国
民
年
金
係
�
ｌ
り
乙
り
心
４
へ
。

　
わ
た
し
た
ち
大
人
が
一
日
に
右
翼

と
す
る
千
不
ル
ギ
ー
は
、
年
齢
、
性

別
、
体
格
、
生
活
環
境
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
が
、
平
均
す
る
と
約

二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
清
涼
飲
料
一
缶
（
び

土
の
干
不
ル
ギ
ー
は
、
日
本
人
が

一
日
に
必
要
な
予
不
ル
ギ
ー
の
約
二

十
分
の
一
に
当
た
る
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
予
不
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
い
え
ば
ノ
ニ
度
の
食
事
で
約
二
千

ギ
っ
カ
っ
リ
ー
を
摂
取
し
た
う
え
に
、

の
ど
か
尚
い
た
か
ら
と
い
っ
て
清
涼

飲
料
を
ガ
ブ
飲
み
し
た
り
す
る
と
、

于
不
ル
ギ
ー
の
取
り
過
ぎ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

Ｕこ芸者５Ｒしねこtハと

　もら天ま-tt八．！

!年-で&

ｊ
一ミー－

㎜=-･･ 皿　纒近圓蝉の/

回収改し碩⑩

軽油引取税が

　　変わります

　
平
成
紀
年
1
0
月
か
ら
軽
油
引
取
税

加
変
わ
り
ま
す
。

　
1
0
月
以
降
に
軽
油
以
外
の
油
（
帽

油
、
重
油
な
ど
）
を
自
動
車
用
燃
料

と
し
て
板
売
す
る
特
は
、
販
売
業
者

は
事
前
に
県
税
事
務
所
言
政
光
の
承

認
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
軽
油
以
外
の
油
を
使

用
し
た
場
八
‥
に
は
、
自
動
車
の
保
有

者
加
納
税
す
る
ニ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
１
０
川
か
ら
は
販
売
笑
者
自
ら

加
申
告
し
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
自
動
車
の
保
有
者
は
、

軽
油
引
取
税
を
含
ん
で
い
る
も
の
を

買
う
こ
と
に
な
り
、
販
売
業
者
か
ら

渡
さ
れ
る
課
税
済
の
証
明
書
（
譲
渡

証
）
を
携
帯
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
承
認
を
受
け
て
い
な
い
軽
油
以
外

の
油
を
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
、
版

売
・
購
入
す
る
と
罰
則
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
軒
油
を
使
え
ば
上
記
の
手
続
き
は

い
り
ま
せ
ん
。
軽
油
を
使
っ
て
快
適

・
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
軽
油
引
取
税
は
、
全
額
が
道
路
の

　
建
設
や
補
修
な
ど
の
た
め
に
使
わ

　
れ
ま
す
。

▽
公
路
を
走
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

　
ン
車
は
、
必
ず
軽
油
を
使
い
ま
し

▽
軽
油
は
県
内
の
販
光
広
で
買
い
ま

　国民健康保険

　加入者のみなさんへ

　現在お手持ちの｢被保険者証｣

の期限が､９月30日に切れます。

　今回から新しい被保険者証の

交付が、郵送で行われます。発

送は９月25日ごろ予定していま

すが、10月１日以降(1日被保険

者証の期限切れ)になつでも届

かない万で、医療機関で診療を

受けようとする場合には、役場

保健課保険係までご連絡くださ

い。

連絡先　保健課保険係

　　　　�82－1234(内線)109

１

４

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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茶
道
は
あ
な
た
の
人
生
の
糧

茶
道
教
室

　
私
た
ち
が
一
人
ひ
と
り
の
さ
さ
や

か
な
生

』活
を
考
え
て
み
て
も
、
落
ち

つ
き
の
な
い
・
騒
が
し
い
折
の
中
で
す
。

二
の
辺
で
、
じ
っ
く
り
と
自
分
自
身

の
周
り
を
見
直
し
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
七
ん
か
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
昨
年
よ
り
茶

道
教
皇
を
開
い
て
い
ま
す
。
受
講
さ

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
最
初
は
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
立
ち
爪
折
い
か
ら
始
ま

り
、
茶
せ
ん
通
し
な
ど
を
経
て
、
今

脂肪薗

回ロ今回

第
三
回
企
画
展
（
％
～
‰
）

「
し
も
つ
け
の
は
に
わ
人
た
ち
」

　
企
画
展
に
展
示
さ
れ
る
埴
輪
を
紹

介
し
ま
す
。

心

綾女塚古墳出土（宇都宮市）

で
は
盆
略
ヅ
削
に
八
万
笑
い
ま
す
。

　
利
休
道
歌
の
中
に
「
茶
の
湯
と
は

只
湯
を
わ
か
し
答
を
た
て
て
飲
む
ば

か
り
な
る
浙
と
し
る
べ
し
」
と
い
う

言
葉
か
お
り
ま
す
が
、
日
本
の
氷
枕

的
な
文
化
の
中
で
、
生
」
活
に
密
着
し

て
い
る
と
い
う
よ
り
、
生
活
の
犬
切

な
柱
と
な
る
も
の
が
茶
道
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
、

三
月
に
実
施
さ
れ
る
「
公
民
館
ま
つ

り
」
に
向
か
っ
て
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
茶
道
の
勉
強
に
は
げ
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
佳
（
写
れ
）
は
、
宇
都
宮
市

妓
女
塚
方
位
出
土
の
正
装
し
た
女
千

佳
で
す
。
大
き
な
島
田
髪
が
特
徴
で

良
い
眉
や
端
正
な
着
衣
の
表
現
は
、

高
貴
な
人
物
を
想
定
さ
せ
ま
す
。
上

衣
は
が
削
に
あ
わ
せ
た
部
分
を
院
線

で
表
現
し
、
さ
ら
に
下
半
分
は
裳
と

呼
ぶ
ス
カ
ー
ト
状
の
着
衣
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
首
に
は
玉
飾
り
の
ネ

ッ
ク
レ
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
着
衣
が
大
垣
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
で
あ
る
こ

と
を
示
す
乳
房
が
っ
け
ら
れ
て
い
て

眉
、
目
、
鼻
、
口
な
ど
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
造
形
さ
れ
た
縦
輪
で
す
。

図

大盛況./

　　夏休みの利用

(社)り一入館者･貸出

　　ともに１万を突破－

　
七
月
二
十
一
日
～
八
月
二
十
六
日

ま
で
の
。
夏
休
み
期
間
中
の
利
用
状
況

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
天
候
が
不
順
だ
っ
た
昨
年
と
は
う

っ
て
か
わ
り
、
夏
ら
し
い
日
が
続
い

た
今
年
は
、
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

　
と
く
に
、
お
盆
す
ぎ
の
１
０
日
間
は

あ
い
て
い
る
座
席
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
で
し
た
。

　
利
用
の
状
況
は
、
下
の
表
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
右
側
の
い
内
は

吽
年
と
の
比
較
で
す
が
、
い
ず
れ
も

高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
の
が
わ
か

W

り
ま
す
。

　
腿
休
み
に
多
く
集
中
す
る
、
千
生

町
の
歴
史
や
史
跡
、
人
口
や
商
工
姿

の
統
計
な
ど
、
郷
土
の
こ
と
に
っ
い

て
の
質
問
や
、
理
科
の
自
由
研
究
、

岡
山
∵
工
作
の
本
な
ど
の
所
在
な
ど

今
年
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
照
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
郷
土
に
つ
い
て
の
資

料
の
要
求
は
、
例
年
に
も
増
し
て

多
く
あ
り
ま
し
た
。
館
外
貸
出
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
利
用
が
集
中
し
て

し
ま
い
、
閉
館
時
間
ま
で
書
架
に
戻

っ
て
来
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
Ｊ
ピ
ー
の
申
込
み
も
多
く

昨
年
の
2
‐
5
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
が

半
分
以
上
は
、
郷
土
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
図
書
館
は
、
毎
週
月
曜
日
、
大
脳

日
の
午
前
の
ほ
か
、
祝
日
も
休
館
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　８月の利用状況いは前月比

開館日数　　29.5日（士　　0）

入館者数　10､285人（＋2､559）

貸出冊数　10､432冊（＋4､117）

レファレンス　151件（十55）

コピー申込み　198件（＋120）

　　〈1日あたり〉

入館者数　348.6人（＋86.7）

貸出冊数　353.6冊（＋139.5）

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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木
目
込
み
人
形
に
取
り
組
む

　
伝
統
工
芸
の
木
目
込
み
入
形
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
ゆ
う
が

お
の
会
」
で
は
、
活
動
の
成
果
発
表

を
兼
ね
て
出
展
し
た
、
第
十
八
回
江

戸
木
目
込
み
人
形
全
国
作
品
展
で
、

多
数
の
入
選
を
果
た
す
な
ど
、
ロ
頃

の
精
追
加
大
き
く
花
開
い
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
、
四
年
は
ど
前
に
開
講
し

た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
生
き

が
い
講
座
」
と
、
中
央
公
民
館
の
昭

和
六
十
三
年
度
講
座
受
講
生
加
合
流

し
て
、
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
会
で
、

中
に
は
、
身
体
障
害
の
ハ
ン
デ
ィ
を

乗
り
越
え
て
人
選
す
る
方
や
、
講
師

の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
な
ど
、
二

十
名
の
会
員
が
師
範
の
百
㈲
綾
子
さ

ん
の
指
導
に
よ
り
、
４
.
述
金
曜
日
熱

心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

食事と健康⑥
て
ん
　
い
　
と
う

転
移
糖
に
つ
い
て

　
砂
糖
は
、
す
ぐ
れ
た
げ
昧
料
と
し

て
私
た
ち
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
ご

で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

こ
万
で
砂
糖
は
、
即
効
性
の
于
不

ル
ギ
し
源
で
あ
る
た
め
に
肥
満
や
虫

一

歯
の
原
囚
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
炭
水

化
物
の
摂
取
量
が
威
る
中
で
、
こ
の

砂
糖
の
消
費
は
群
を
技
い
て
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で

特
に
顕
著
で
、
肥
満
や
糖
尿
病
患
者

の
増
加
と
い
う
事
態
で
も
明
ら
か
で

す
。

　
そ
こ
で
、
最
近
脚
光
を
あ
び
て
い

る
の
が
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
ガ
’
‘

や
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
の
転
移

糖
で
す
。
す
で
に
ジ
ャ
ム
や
キ
ャ
ン

デ
ィ
、
七
リ
ー
、
清
涼
飲
料
水
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
ガ
ー
の
甘
味
度

は
、
砂
糖
（
シ
ョ
糖
）
を
Ｉ
〇
〇
と

し
た
場
合
、
そ
の
六
〇
％
程
度
で
、

決
し
て
肥
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
が
、
虫
歯
を
誘
発
し
に
く
い
利
点

が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖

は
、
低
子
ス
・
ル
ギ
ー
な
う
え
に
ビ
フ

ィ
ズ
ス
菌
な
ど
の
腸
内
細
菌
を
増
や

し
て
腸
の
働
き
を
活
発
に
す
る
こ
と

で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
界
で
も

こ
れ
ら
の
転
移
糖
を
利
用
し
て
、
様

々
な
商
品
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
工
業
的
に
も
調

理
す
る
う
え
で
も
、
転
移
糖
を
砂
糖

の
代
用
品
と
し
て
完
全
に
置
き
換
え

る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
長
期
開

析
取
し
た
例
が
な
い
の
で
、
副
作
用

な
ど
に
つ
い
て
ま
だ
は
っ
き
り
し
な

い
部
分
か
お
る
よ
う
で
す
。

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります

平
和
の
誓
い
新
た
に

来
貢
児
余
分
回
北
側
の
戦
没
者
慰

ぷ
立
体
前
に
お
い
て
、
八
月
ト
五
日
、

慰
霊
碑
管
理
委
員
会
（
佐
啓
二
部
会

長
）
主
催
の
平
和
祈
願
祭
が
、
し
め

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
慰
霊
牌
に
は
、
椎
田
の
た
め
に

身
命
を
俸
げ
ら
れ
た
、
七
八
四
柱
の

戦
没
者
の
英
霊
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
日
は
、
同
委
員
会
鼎
務
局
長
の

三
士
族
市
さ
ん
が
、
パ
ラ
オ
島
か
ら

収
集
さ
れ
て
き
た
遺
骨
が
納
骨
さ
れ
、

参
加
者
は
誓
い
も
新
た
に
敬
弔
の
誠

を
さ
さ
け
、
ご
ｙ
福
と
平
和
を
祈
願

し
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
競
う

　
第
九
回
壬
生
町
反
性
ド
ラ
イ
バ
ー

安
半
速
転
競
技
会
が
、
七
月
二
十
九

日
、
壬
生
自
動
貼
学
位
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
競
技
を
通
じ
て
自
動
車

運
転
技
術
の
向
上
と
、
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
十
六
大
の
選
千
加

出
場
し
、
四
輔
車
の
部
で
ハ
人
（
二

チ
ー
ム
）
及
び
二
輪
車
の
部
で
二
人

　
二
千
Ｉ
ム
）
が
、
代
表
と
し
て
栃

木
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ

ブ
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
常
任
会
議
員
に
石
川
氏

が
選
任

れ館県日
たで農　｀ハ
栃行協栃月

本わ合本九

県
農
業
会
議
第
六
十
九
回
定
例
総
会

に
お
い
て
、
農
業
委
員
の
石
川
昭
二

氏
が
八
月
九
日
付
け
で
、
県
常
任
会

議
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
。

　
同
氏
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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夏の夜に踊りと

　五段ばやしで満喫
ふるさとまつりにのべ２万人

▲伝統を受けつぐ子供たち

▼商工会のだしものも大盛況
ヽ -

夏祭りで子供に夢を

睦地区コミュニティ

　
睦
地
ド
ヲ
土
⊇
テ
ィ
椎
進
協
議

豹
一
安
田
包
公
良
∇
ヱ
催
万
ヲ
士

言
丁
ィ
夏
び
り
が
、
八
月
五
日
に
ち

む
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
西
口
比
肩
で
開
催

さ
几
た
く
さ
ん
〔
人
出
言
賑
わ
い

ま
し
た

　
「
子
供
に
夢
を
、
歌
と
踊
り
と
伝

抗
芸
能
の
タ
ブ
を
今
年
の
テ
ー
マ

に
、
子
供
た
ち
爆
聚
し
み
な
爆
り
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
見
直
し
て
も
ら
お

う
と
、
粘
役
げ
や
金
魚
す
く
い
な
ど

の
催
し
犬
釘
外
形
文
化
財
「
北
小

林
太
々
神
采
」
が
半
袖
さ
れ
ま
し
た

　
踊
り
の
輪
が
二
重
三
重
と
な
る
こ

ろ
、
親
睦
と
融
和
の
明
る
い
地
域
づ

く
り
を
目
ざ
し
た
夏
祭
り
も
最
高
利

を
迎
え
、
会
場
全
体
か
な
り
Ｉ
芭
に

な
り
ま
し
た
。

か
ん
ぴ
よ
う
踊
り
で

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る

　
八
川
ト
。
・
。
目
、
安
塚
小
学
校
々
庭

を
会
場
に
し
て
ノ
九
塚
地
区
ブ
こ

テ
ア
イ
椎
危
厄
議
会
（
栗
原
反
雄
会

長
コ
ド
催
の
、
第
六
回
安
塚
ヲ
こ
。

言
丁
イ
捨
踊
り
犬
合
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
親
千
つ
れ
や
お
年
寄
り
な
ど
で
賑

い
、
特
に
子
供
た
ち
の
加
わ
い
い
足

λ
な
浴
衣
姿
が
人
目
を
引
き
ま
し
た
。

　
腿
の
皮
を
か
ん
ぴ
よ
う
踊
り
で
輪

を
描
き
な
が
ら
ニ
ふ
れ
あ
い
と
連
帯

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
）



-

若
い
あ
な
た

　
い
つ
し
よ
に
テ
ニ
ス
し
ま
せ
ん
か

　
町
勤
心
万
口
少
年
ホ
ー
ム
主
催
の
ナ

イ
タ
ー
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
が
、
几
川

よ
り
Ｉ
↓
‐
週
に
わ
た
り
開
講
さ
れ
ま
す
、

初
心
者
を
対
象
に
し
た
基
本
中
心
の

内
容
で
す
。

　
テ
ニ
ス
は
珊
軽
に
で
き
る
と
い
う

　
詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

四
�
９
心
０
４
ｊ
任
へ
お
問
介
せ
下
さ
い
、

○
開
館
時
間
　
火
曜
日
～
土
耀
日

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
九
時

　
　
一
月
曜
日
一
午
後
五
時
～
九
時
）

○
休
館
日
　
毎
週
日
曜
日
、
悦
日

く
万
ぢ
″
゛
゛
ィ
　
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
み
な
さ
ん

を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
が
、
坊
本
を

し
っ
か
り
身
に
つ

け
て
い
な
い
と
、

自
己
流
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
果
と
し
て
、

ひ
じ
や
予
防
を
痛

め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
多
く
の
万
に
こ

の
テ
ニ
ス
講
優
に

参
加
し
て
い
た
だ

き
、
坊
本
に
忠
実

な
プ
レ
イ
を
身
に

っ
け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
講
師
行
水
一
男
）

り

ろ

｀
″

。
き
’

Ｃ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
万
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
穏
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

そ壬生町へ
sl）

（-

　－つよ

生きた英語を中学生の授業に

　　英国のサイモン・オフリイさん（23歳）

　
町
で
は
、
二
十
回
礼
を
抑
う
中

学
士
の
み
な
さ
ん
に
、
生
き
た
美
談

を
学
習
す
る
場
を
与
え
る
と
と
も
に

ま
す
ま
す
進
展
す
る
国
際
化
に
対
応

で
き
る
入
間
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
八
月
ニ
ト
ー
日
、
剣
国
の
サ
イ

モ
ン
・
オ
フ
リ
イ
き
ん
を
招
き
、
英

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
町
と
し
て
使
・
詰
指
導
助
手
を
招
く

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
県
国
際

次
次
課
へ
配
属
の
要
望
を
出
し
て
い

た
が
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

町
単
独
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
フ
リ
イ
さ
ん
は
、
今
年
の
七
月

横井町長、榎本教育長とにこやかに

お話をするサイモン･：オフリイさん（中央）

に
ロ
ン
ド
ン
大
学

を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
一
半
三
歳
で

付
加
高
く
、
筧
国

的
紳
士
の
雰
囲
気

を
持
っ
た
好
青
年

で
す
。

　
期
間
は
来
年
七

月
二
十
一
日
ま
で

の
一
年
間
で
、
主

に
モ
生
中
と
南
人

中
の
固
紋
で
授
業

や
学
校
行
事
な
ど

を
通
し
て
生
き
た

気
語
を
教
え
ま
す
。
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あ達者　トペ

カッフル

ナ

　⑩　　　
才

　　　－　東下台　清水琴宍lさん

楽
し
く
余
世
を
送
る
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４
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－

百
三
顧
幽
陽
―
と
に
は
ミ
あ
作
竺
こ

こ
と
で
、
そ
れ
が
健
康
に
も
良
い
と

の
考
え
か
ら
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
や

　
「
好
き
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
へ
、
植
松
的
に

こ
と
と
ウ
イ
ス
キ
ー
を
互
倍
ぐ
ら
い
　
　
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

て
す
め
て
飲
か
の
が
楽
し
み
」
と

て
に
す
正
一
．
ず
ん
と
ナ
ケ
ザ
は
、
み

,-III･〃

ん

な

で
仲
良
く
や
る
こ
と
が
九
㈲
な

手作りみこしに

児童はワッショイ./

8/21児童館まつり

　
ま
た
、
仲
、
竹
細
工
の
汗
水
を
し

た
経
験
か
ら
、
は
う
き
作
り
講
習
会

で
南
犬
飼
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
万
人

心

▲児童たちは初めてかつぐみこしがうれ

　しくて元気にかけ声をかけていた

た
こ
と
が
あ
り
、
学
校
な
ど
の
施
設

へ
宵
付
し
て
ど
‥
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
今
次
は
、
可
児
辰
館
で
竹
ト
ン

ボ
作
り
を
教
え
る
こ
と
に
な
二
に
い

ま
す
。

　
妻
の
イ
ネ
さ
ん
（
し
十
気
圧
、
小

山
市
大
行
か
の
無
水
の
三
女
と
し
て

生
ま
れ
、
嫁
い
で
か
ら
来
年
二
九
十

年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
次
男
の

息
衿
さ
ん
の
家
へ
通
っ
て
、
お
孫
さ

ん
の
‐
０
話
を
す
る
旬
日
で
、
そ
の
介

い
開
に
、
水
の
周
り
の
草
む
し
り
や

前
の
野
菜
畑
と
植
本
の
手
入
れ
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
斤
人
、
お
孫
さ
ん
が

十
一
入
で
、
も
う
す
ぐ
ト
ニ
入
目
が

生
ま
れ
る
と
い
う
お
二
入
は
、
お
互

い
に
体
を
犬
切
に
し
て
楽
し
く
永
世

を
追
っ
て
い
ま
す
。
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ムｔｊルチビッ子ア

ちゃん（国谷二）作
價
扇
順
皿
誦

吉
パ
い
ハ
に
い
ハ
バ
」
十
三
日
生
ま
れ
（
ニ
歳
）

(釜ケ淵)若林愛弓ちゃん
　
（
母
）
　
″
悦
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

の
長
男

じ
ょ
う
ふ
で
明
る
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
若
林
春
男
さ
ん

　
こ
ご
　
″
庸
子
さ
ん
の
長
女

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
‐
重

　
明
る
く
や
さ
し
い
子
に

　
育
っ
て
ほ
し
い
。

一

　
地
区
の
老
人
の
方
た
ち
が

Ｉ
み
こ
し
作
り
を
手
伝
う
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夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
壬
生
束
小
六
年
　
栃
木
孝
正

　
　
「
そ
ん
な
夢
、
か
な
い
っ
こ
な
い

だ
や
っ
こ
そ
う
友
達
に
言
わ
れ
て
Ｌ

牛
っ
ば
く
の
夢
。
で
も
ぼ
く
は
。

　
「
最
初
か
ら
に
げ
ご
し
に
な
っ
て
小

さ
な
服
を
夢
見
る
よ
り
、
夢
な
ん
だ

か
ら
、
大
き
な
事
に
ぶ
っ
か
っ
て
い

一
「
‐
4
1
1
「
‐
」
1
1
「
一
｀
一
「

ほ
く
の
ゆ
め

J
I
I
r
’
ｈ
し
一
一
『
’
－
Ｌ
一
一
一
’
－
Ｌ
一
・
一
’
Ｉ
Ｌ
・
一
ｌ
ｑ
。
Ｌ
一
一
ｌ
ｔ
Ｌ
一
一
ｌ
ｑ
。
Ｌ
一
一
「
ｑ
。
Ｌ
一
・
「
－
。
Ｌ
・
・
一

　
本
を
書
い
て
み
た
い

J

く
万
が
ぼ
く
は
い
い
ん
だ
」

　
と
言
い
旭
市
。

　
そ
ん
な
ば
く
の
今
は
、
匪
県
二
の

サ
ッ
カ
し
フ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
こ
と

　
小
す
一
年
の
時
に
知
り
会
っ
た
サ

ッ
カ
ー
マ
ン
ガ
「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」

が
き
っ
か
け
で
ば
く
は
、
サ
マ
カ
ー

を
始
め
た
。
こ
の
マ
ン
ガ
の
土
人
公

算
の
生
き
生
き
と
し
た
ブ
レ
ー
に
は

勇
気
付
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
は
く
も

算
の
教
え
て
く
れ
る
ゴ
ー
ル
ヘ
の
し

ゅ
う
恋
や
サ
マ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
生

か
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を

お
い
続
け
た
い
。

③
唐
‰
）
◎
⑤
⑤

壬
生
東
小
六
年
長
谷
川
浩
美

　
竹
中
に
っ
ば
さ
を
っ
け
て
、
空
を

飛
ん
で
み
た
い
。
誰
も
知
ら
な
い
詰

を
見
つ
け
て
、
大
き
な
家
を
建
て
て

長
い
長
い
率
を
読
み
な
が
ら
く
ら
し

て
み
た
い
、

　
朝
は
、
小
鳥
の
声
で
目
を
さ
ま
し

森
へ
出
か
け
て
野
い
ち
ご
を
っ
ん
で

執
ご
は
ん
に
し
、
径
は
、
海
へ
由
加

　
夕
方
に
な
っ
た
亘
。
私
で
、
カ
レ
ー

を
作
っ
て
ノ
ブ
く
り
ご
は
ん
を
食

べ
、
う
さ
ぎ
や
、
り
す
と
い
っ
し
ょ

に
遊
び
た
い
。

　
夜
は
、
ひ
と
り
静
か
に
今
日
の
日

記
を
つ
け
る
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な

本
を
書
く
人
に
な
り
た
い
、

」 | I F _ - 」 | | ト

Ｔ□□Ｉ ･･･貝

短
　
　
歌

旅
先
に
哭
く
せ
し
今
回
不
ッ
ク
レ
ス

-jl.･

ご

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

冊
封
　
ト
シ

浦
の
爪
に
光
リ
ゐ
る
や
も

巾
に
行
く
岑
道
の
わ
れ
に
・
石
竹
な
く

　
　
　
　
　
　
泥
水
浴
び
せ
車
は
玉
れ
り

抽
出
し
に
日
本
剃
刀
鈎
び
に
っ
つ

　
　
　
　
昆
う
す
か
り
し
昭
和
は
終
へ
ぬ

新
婚
の
こ
ろ
モ
ノ
ク
四
の
巴
肌
祭

　
　
　
　
観
た
る
わ
れ
ら
も
八
十
を
越
ゆ

　
　
　
　
俳
　
　
句

言
⊇
ゆ
る
が
す
占
峰
の
人
太
鼓

鈴
本
に
に
詐
言
ト
　
　
白
シ
ャ
ツ
の
一
列
が
行
く
山
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
征
本
立
芭
茫
の
句
碑
に
出
介
ひ
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
柚
子
の
紺
篭
に
満
た
し
て
は
米
寿

正
甲
艮
次
郎

宇
井
　
俊
一

渡
辺
竹
本

乗
用
竹
本

寅
八
愛
衿

椅
Ｌ

本
元
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ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
を
開
催

　
町
制
施
行
一
〇
〇
同
年
を
記
念
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
フ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
・
場
所
・
概
要
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お
誘
い

合
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
参
加
者
　
先
差
二
二
〇
人

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
霖
券
宛
ザ

ｏ
Ｕ
宍
ヱ
者
　
自
由
見
ず

☆
日
参
フ
ワ
丁
ニ
ス
隔
公
理
浙

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

　
　
　
石
突
‥
運
動
場
町
代
休
育
心
ご

●
１
１
月
１
２
目
�
　
乍
前
1
0
時
～
に
時

○
参
加
苔
　
先
着
三
〇
七
人

　
　
　
　
　
　
　
八
八
券
苑
ザ

☆
服
京
オ
リ
ン
ビ
ヴ
ク
女
ド
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
介
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
目
」
枝
光
生

　
　
　
　
　
　
　
ト
低
　
勝
丸
瓦
生

中村　昌枝千葉　勝美

●

１１

月

作

目　－

（目）紐≧

　　仔

牛他

面勣

IO j賜

時=　野

S　J水

１２場

時　－゛

●
参
加
者
二
尨
犬
二

　
〇
小
才
生
５
０
太
と
そ
万
指
吟
行

　
ｏ
中
学
士
塑
へ
と
そ
万
指
貼
行

●
見
ず
者
　
自
由
見
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
）

j ･ － ･ . j ･ ･ . － . ・ ● . ･ . ･ － . d ･ ■ ■ ● 一 一 j ■ j . j ･ . .

名画鑑賞会の

　おしらせ

ｎ
。
４
／
＆
９

言
几
0
:
入
車
選
罫

☆
尾
大
　
洋
ず
〒

；　壬生中央公民館では、このたび、[比界の

；映画史上に残る思い出深い名作の数々を集

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
iめ、９月30日(土)をかわきりにlo月28ロ(土)

４まで毎週土曜｡日、計５回にわたって映画会＝

図催します。　　　　　　　　ｊ

　　秋の夜のひとときを、轍鮒l賞会でお楽

･｡しみください。

１１９月30日(土)｢幕　情｣

i・1〔〕月７日(土)｢心の旅路_

１１１〔〕月14日(土)｢マイ･フェア･レテ'ィ｣　　、

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∃
S S10月21日(土)｢凱旋門．　　　　　　　　　ｊ

ｌ・10月28日(土ド禁ヒられた遊び)

；☆各H央画とも午後７時卜映(約２時間に

柴
田
　
勤
先
生

尹
仁
政
大
矢
生

勲田柴

　
し
ら
せ
版
に
掲
扶
し
ま
す
。

問
介
せ
先

　
町
総
介
運
動
揚
内
社
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
�
%
）
９
４
５

　
　
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

分
▽
○
レ
、
」
ノ
」
○
円

　
　
　
　
く
る
ま
や
ラ
ー
メ
ン
柿

今
ニ
レ
、
○
ゾ
○
円
小
谷
野
大
呂
卜
様

乍
一
円
、
三
じ
七
円

　
　
栃
氷
県
歌
謡
協
合
県
南
支
部
様

奎
玉
ハ
、
∩
紅
白
円

　
　
　
　
　
　
ド
生
町
歌
結
合
様

訂
正

　
前
目
汪
こ
一
⊃
九
く
ト
段
、
七
塚
昭

昔
尺
土
喬
‥
μ
の
担
当
区
放
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
宍
で
次
の
よ
う
に
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
（
前
裕
行
・
田

　
　
　
　
　
　
）

　ただし、「マイ・フェア・レテ’ィ」は午

　後６時士丿央です。

☆会　場　　壬生中央公民館大ホール

☆費　用会員費500円（全映画見られる）

D1名画鑑賞会のチラシは、中央公民館、住

１　民課窓口、稲葉出張所、南犬飼出張所に？

；　用意してあります．　　　　　　　　　　．．

ニ
ド
ケ
づ

ド

レ
ド
ニ
ド
レ

で
す
の
平
打
止
し
ま
す
。

一
　
十
暴
卯
黙
黙
〈
一

町
県
民
税
（
三
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
四
期
）

国
民
年
金
（
七
期
）

　
（
納
期
限
十
月
三
十
一
日
）
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